
かりや市議会だより令和６年５月１日 第174号（3）

一般会計の内訳 ６年度予算の総額（ ） 内は対前年度比

〈国・県からの支出金などの内訳〉国庫支出金、県支出金、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方消費税交付金、自動車取得税交付金、環境性
能割交付金、地方特例交付金、　地方交付税、交通安全対策特別交付金
〈分担金、負担金などの内訳〉分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰入金、
繰越金
〈商工費などの内訳〉労働費、農林水産業費、商工費、災害復旧費、諸支出金、予備費

歳　入
689億円

歳　出
689億円

住民税など
368億3,600万円
53.5％（0.4％増）

国・県からの
支出金など
200億5,600万円
29.1％（18.0％増）

給食費などの諸収入
29億８,６00万円
4.3％（23.6％増）

市債（借金）
33億4,200万円
4.9％（57.6％増）

分担金、負担金など
56億8,000万円
8.2％（11.0％増）

民生費
294億3,800万円
42.7％（15.2％増）

土木費
109億９,５00万円
16.0％（16.3％増）

教育費
95億7,600万円
13.9％（6.6％減）

総務費
67億4,900万円
9.8％（11.6％増）

衛生費
56億6,100万円
8.2％（0.7％増）

商工費など
28億2,000万円
4.1％（2.9％減）

消防費
18億4,800万円
2.7％（4.8％増）

公債費
14億900万円
2.0％（3.6％増）

議会費
4億400万円
0.6％（0.2％減）

（注）それぞれの数字は四捨五入等をしてそろえたため、総額や割合に一致していない場合があります。

令和6年度予算に見る主要事業

会計名 本年度 前年度比較 伸び率

予算総額 1,046億6,100万円 60億6,700万円 6.2%

　一般会計 689億円 55億4,000万円 8.7%

　特別会計 250億5,400万円 5億5,100万円 2.2%

刈谷小垣江駅東部
土地区画整理事業 6億5,700万円 ▲1億8,700万円 ▲22.1%

刈谷野田北部
土地区画整理事業 1億4,100万円 1,900万円 15.6%

国民健康保険 117億500万円 1億1,900万円 1.0%

後期高齢者医療 22億3,400万円 3,400万円 1.5%

介護保険 103億1,700万円 5億6,500万円 5.8%

企業会計 107億700万円 ▲2,300万円 ▲0.2%

水道事業 45億2,900万円 6,400万円 1.4%

下水道事業 61億7,800万円 ▲8,700万円 ▲1.4%

※詳しくは、市ホームページの「予算のあらまし」を御覧く
ださい

逢妻川河川敷にスポーツ施設を整備
（（仮称）逢妻川河川敷運動広場整備事業）

中小企業とスタートアップ企業の連携を促進
（スタートアップ連携促進事業）

在宅生活で抱えるちょっとした困りごとの
解決を支援　　 　（ちょこっとささえあい事業）

部活動の地域連携等を進めるために
部活動コーディネーターを配置

（部活動指導者活用事業）

スマート農業機器の導入を支援
（スマート農業総合推進事業）

地域住民の健康増進と憩い・交流の場を創出
（三豊公園整備事業）

　市民のスポーツニーズへの対応と健康増
進を図るため、逢妻川河川敷にサッカー場
や多目的広場等のスポーツ施設を整備しま
す。
【事業箇所】 逢妻町
【整備工事】 約3.8ha

　革新的なアイデアや技術を有するス
タートアップ企業との連携を促進する
ためのプログラムやイベントを実施し
ます。
【主な取組】
　市内中小企業とスタートアップ企業
とのマッチングイベントの開催など

　ちょっとした困りごとを解決す
るため、市民ボランティア活動セ
ンター内にちょこっとささえあい
センターを設置し、利用者とサポー
ターのマッチングを行います。
【対象】65歳以上の要支援・要介
護認定者及び75歳以上の方

　部活動の地域連携や地域クラブ
活動への移行を進めるため、学校、
外部指導者、総合型地域スポーツ
クラブ等との連絡調整を行う部活
動コーディネーターを新たに配置
します。

　農作業の省力化及び生産性の
向上を図るため、ドローンや自
動収穫ロボット等のスマート農
業機器の導入に対して補助を行
います。
【対象経費】 機器購入費
【補助率】３分の１
【補助額】個人 上限150万円

法人 上限250万円

　公園が不足する地域に、子どもの
遊び場、地域住民の健康増進及び憩
い・交流の場を創出するため、公園
を整備します。
【事業箇所】 野田町
【整備工事】 約3,300㎡

リアルタイムに情報を収集して
迅速な災害対応を

子育てへの不安感の緩和等により
男性の育児参加の促進を図る

かりや市議会だより 令和６年５月１日第174号 （2）

　

１
月
臨
時
会
は
１
月
30
日
に
招
集

さ
れ
、
会
期
を
１
日
間
と
し
同
日
閉

会
し
ま
し
た
。

　

議
案
に
つ
い
て
、
反
対
意
見
が
あ

り
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

条

例

議

案

■
刈
谷
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

問　
今
回
の
戸
籍
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
本
籍
地
以
外
の
市
区
町
村
で

戸
籍
証
明
書
等
の
交
付
が
可
能
と

な
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

答　
こ
れ
ま
で
戸
籍
情
報
は
本
籍

地
の
市
区
町
村
で
紙
媒
体
に
よ
っ
て

管
理
さ
れ
て
い
た
が
、
戸
籍
情
報
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
進
み
、
現
在
で

は
全
て
の
市
区
町
村
で
戸
籍
情
報
が

電
子
化
さ
れ
、
市
区
町
村
が
保
有
す

る
戸
籍
情
報
が
法
務
省
の
シ
ス
テ
ム

に
集
約
さ
れ
、
全
国
の
戸
籍
情
報
の

利
用
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

問　
広
域
交
付
等
に
向
け
て
本
市

は
ど
の
よ
う
な
準
備
を
進
め
て
き
た

の
か
。

答　
本
市
で
は
、
戸
籍
法
に
対
応

す
る
た
め
、
令
和
２
年
度
か
ら
５
年

度
に
か
け
て
、
毎
年
、
電
子
化
等
に

向
け
た
シ
ス
テ
ム
改
修
等
を
行
っ
て

き
た
。
今
回
の
法
改
正
に
よ
る
広
域

交
付
等
は
市
民
の
方
に
と
っ
て
利
便

性
を
感
じ
て
も
ら
え
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

補
正
予
算
議
案

補
正
す
る
額
（
一
般
会
計
）

３
億
１
１
２
９
万
８
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
一
般
会
計
）

６
７
０
億
９
０
２
９
万
６
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額
（
全
会
計
）

１
０
２
７
億
５
９
２
５
万
１
千
円

【
事
業
】

　

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金

支
給
事
業

問　
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む

中
、
給
付
内
容
や
確
認
事
項
が
書
か

れ
た
確
認
書
を
返
送
で
は
な
く
、
電

子
申
請
に
よ
る
提
出
を
行
う
自
治
体

も
あ
る
が
、
本
市
が
行
わ
な
い
理
由

は
何
か
。

答　
新
た
な
手
法
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
シ
ス
テ
ム
の
対
応
な
ど
新
た

な
作
業
が
発
生
す
る
た
め
、
最
も
早

く
給
付
金
の
支
給
が
行
え
る
方
法
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
給
付
金
と
同
様

に
確
認
書
の
返
送
を
用
い
た
方
法
を

採
用
し
た
。

本
会
議
で
の
質
疑

　

質
問
質
疑
で
は
、
市
政
の
方
針
な

ど
を
問
い
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
質
問
質
疑
に
つ
い
て

は
、６
〜
８
ペ
ー
ジ
の
「
質
問
質
疑
」

を
御
覧
く
だ
さ
い
。

委
員
会
・
分
科
会
・
本
会
議

　

質
問
質
疑
終
了
後
、
予
算
審
査
特

別
委
員
会
を
経
て
各
分
科
会
で
審
査

し
ま
し
た
。

　

３
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
予
算
審

査
特
別
委
員
会
で
は
、
各
分
科
会
で

の
審
査
の
経
過
と
結
果
が
報
告
さ
れ
、

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
の
各
特
別

会
計
の
計
４
議
案
に
反
対
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
に
よ
り
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

22
日
の
本
会
議
で
は
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
討
論

を
行
い
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
刈
谷
城
の
整
備
に
向

け
た
予
算
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
健
康
保
険
証
を
一
体
化
す
る
予
算

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り

反
対
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、

採
決
の
結
果
、
議
案
は
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

【
分
科
会
で
の
主
な
質
疑
】

■
企
画
総
務

防
災
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業

問　
導
入
す
る
シ
ス
テ
ム
の
概
要

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
自
然
災
害
な
ど
の
危
機
情
報

の
把
握
や
対
応
に
必
要
な
情
報
を
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
気
象
デ
ー
タ
、
河
川
や
道

路
カ
メ
ラ
等
か
ら
収
集
し
、
Ａ
Ｉ
技

術
を
活
用
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
解

析
・
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
災
害
時

の
迅
速
な
情
報
収
集
や
被
害
状
況
の

把
握
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
災
害
現
場
に
赴
い
た
職
員
が

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
専
用
ア
プ
リ
か

ら
現
場
状
況
や
位
置
情
報
を
投
稿
す

る
こ
と
で
、
災
害
対
策
本
部
に
お
い

て
対
応
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

■
福
祉
産
業

産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

問　
Ｃ
ｏ
Ｄ
ｏ
も
の
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答　
市
内
の
中
高
生
や
企
業
を
対

象
に
、
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す

る
学
び
と
、
そ
の
成
果
を
基
に
協
同

で
も
の
づ
く
り
に
取
り
組
む
事
業
で

あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
３
つ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
を
用
い
て
、

Ａ
Ⅰ
や
Ⅰ
ｏ
Ｔ
開
発
の
基
礎
を
学
ぶ

技
術
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
中
高
生
と

企
業
が
協
同
で
成
果
物
を
製
作
す
る

協
同
製
作
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
協
同
製
作

し
た
成
果
物
を
発
表
す
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
６
日
間
に
わ
た
り
実

施
し
て
い
る
。

■
建
設

都
市
拠
点
活
用
推
進
事
業

問　
都
市
再
生
推
進
法
人
の
役
割

と
指
定
の
対
象
と
な
る
団
体
は
あ
る

の
か
。

答　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

都
市
再
生
推
進
法
人
が
町
に
関
わ
る

様
々
な
人
と
一
緒
に
防
災
、
防
犯
、

公
共
施
設
の
活
用
や
管
理
の
ほ
か
、

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
を
策
定
す
る

な
ど
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動

に
よ
り
、
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、

活
気
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
。
都
市
再
生
推
進
法
人
の
指

定
に
は
、
刈
谷
駅
周
辺
で
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体
を
想
定
し
て
い
る
。

■
市
民
文
教

子
育
て
パ
パ
応
援
事
業

問　
事
業
の
内
容
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
主
に
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
２
歳
児

を
対
象
に
、
現
在
、
小
山
託
児
ル
ー

ム
で
月
１
回
土
曜
日
に
開
催
の
す
く

す
く
パ
パ
広
場
に
加
え
て
、
月
１
回

平
日
に
も
保
育
士
が
父
親
向
け
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
育
休
パ
パ
広
場
を

開
催
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
出

張
子
育
て
広
場
や
２
歳
か
ら
就
学
前

の
子
供
を
対
象
と
し
た
パ
パ
と
一
緒

に
わ
く
わ
く
マ
ラ
ソ
ン
と
い
っ
た
、

父
親
と
一
緒
に
体
を
動
か
し
、
親
子

の
絆
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
す

る
。
本
事
業
は
、
主
に
子
育
て
中
の

父
親
を
対
象
と
し
、
女
性
が
多
い
子

育
て
関
連
の
行
事
に
は
参
加
し
に
く

い
と
感
じ
る
男
性
が
気
軽
に
参
加
し

て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

令
和
６
年
度
予
算
関
係

議
決
結
果
一
覧
表
（
※
）…
賛
否
が
分
か
れ
た
も
の

・
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
専
決
処
分
に
つ
い
て 

 

了
承

・
刈
谷
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
※
）  

可
決

・
令
和
５
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

可
決

１月臨時会提出議案の賛否 賛
・

否
・

が
・

分
・

か
・

れ
・

た
・

も
・

の
・
について掲載します。（○：賛成　× : 反対）

会派名及び議員名　

　議案名及び議決結果

自民クラブ 市民クラブ 清風クラブ 公明
クラブ

無所属
議員の会

日
本
共
産
党
議
員
団

に
じ
い
ろ
の
会

参
政
党

日
本
維
新
の
会

議　

長

副
議
長

大
山　
　

実

葛
原　

祐
季

加
藤　

幹
樹

近
藤　

澄
男

揚
張　

慎
一

加
藤　

廣
行

外
山　

鉱
一

山
崎　

高
晴

稲
垣　

雅
弘

佐
々
木
隆
教

伊
藤　

愛
恵

鈴
木　

定
晴

深
谷　

英
貴

中
嶋　

祥
元

佐
原　

充
恭

上
田　

昌
哉

新
海　

真
規

星
野　

雅
春

武
藤
美
智
代

谷
口　

睦
生

鈴
木　

絹
男

蜂
須
賀
信
明

山
本
シ
モ
子

城
内　

志
津

森
島　

公
祐

三
田　

真
弥

鈴
木　

正
人

松
永　
　

寿

刈谷市手数料条例の一部改正について 可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ※○
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給付金の支給により
家計の負担軽減を図る


